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1.試快担当者

作・薦・一所究攻’辻 箍道,渡部任三近•石井邦彦

2 6 振蝴。蠟音による障害防止のための 
作菜方法に関する祈究

機域作業の苑限とともに,機植の使用茹度がうくなってきている現在,槻常の•発する額音。揑 

動が労働生理学上,人休にわよほす影俘は朝?!で・ないものである。せた,その际痢こより修 

功程の低下,あるいは労働災害の能生などと関連した芈項について那決するには,成械〇騒音。

抵動の物理的な実態調査を行ない,波耙。振幅・振動散を明らかにし,作强方法。作某動作と関 

係づけて,少しでもせの影響を軽波することを計るとともに,発生源である快械に対してもその 

防去と坂衝装昭も併せて初究・する。

3.前年度までの経滔とえられた結果

チェンソー伐木次材作業と機械の操作-釜備の実慫洲査ならびに一部作で次冲Kおける振啲を 

澜定し,作斐方法との関連について取まとめた。 ・

これ・らについては「チェンソー伐木造材作業の機械の操作整備の実如ぞ:充左らぴに指潔确の 

作成についての報告再Jとして昭和41年5月林野庁へ提出した。また,取咬とめた細につい 

ては別冊做料を参照していたださたい。瀏查で後ら:れた结果を要約するとつぎのと治りとな如

(a) チェンソーの使用時間は作業方式との関連に好いて婆祟作業時問、つ構成がことなり,诗間配

分も異なっている.

(b) 振動の曝露肉間の総体が伐倒-玉切。技払の各要寤に同一配分されて歩らず,蓬％のあるこ 

cが明らかとあった。嗥爵。我啄捉時間の比率は単独か組作案かによって咒なってくる。

(〇)作衆方法についてみると,各要素作業の配列組立てが•一定して土、らず;各現場において人カ 

伐例当時の惯習がチ刀ンソーによる伐倒作業にわいても改、啓されていないといえよう4

(d) 対象林分平均胸麻克径【て対するチェンソ-のパー長あるいは,冏:。排気位が一定して片らず 

ムダな労力の使い方をしているところが多い。

(e) チェンソーの整備点検の状態すち・リ良いと吐いえないI,技i祀上下によって娜状態の差江 

認ゆられない。族た整側状態は年鹼の増加また降!価年数の増加にともない悪くなっている。
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(f)對;用瓦こついてみると,エンジン:つ作動一関條すろ項田!・一耕てよいが,尸号ン・";：-...; 
断な対する顶目は冬いe

," - -.
目立ても含んでsる点,・び齒の良い者は目立技術も良い•浦ヒ如:'

(h) 刃の謬元,：・くいた;"デプス样。軍而伯,刃長の狀:ニ何齐柘闔々傍は未払られた:
(i) 刃の謂元の実周值そのe :こは員只女なかー",待い,不摧いをあらわす匕;"仙異巾::{、'い 

ては相関カ:髙く,すくい角-デブスい刃の長さ)3因子;；•何れかが拥っていれば他のt〇 W 
揃っている傾向にあろ.

(J)刃の諸元の実滤値そのままでは能充と関係はないようである。しかし揃い,不揃いの聃個 
差にむいては刃の長さ〇デフ・ス:よの刷っているものは能宰が艮い。

(x)能率は闫贰牧と上下方向の!鈕うと.戏係がある。
(1)スパイクの使用,燃使用の顆0世塁歩よぴ按W「二ついては门とんど認められ左いc
(二)刃の!Z•元の揃い,不初いも漿;に明係があり,上下振旳",•いてはすくい伯〇紺斜角,水平 
振動めおいては刃の・長さ〇デケブスはと関係がある。

(二)バーの旻さ,チュン、ソー 振動との関係で1±,上下撮郊については関係が認められな
いが,水平报動にお、いてびバー長と塚喋は?；,る <«とくに百・吊:が有懣に關くといえ・切

{・jチニンの伸ぴとパー率について,上日"ドニチェンの伸び辛が,水平投砌こついてはチ 
エンの伸び率あ、よぴパー志が状係している。いずれもチェンの我I)が阕係していること2-t明ら 
か三,伸ぴ率•〇. 0 2 8 5が农動を考遗した埸合の適iE左枝りと考えられ如

(P)チュンの切れ味が愁くなると振吊,とくに水平方向振動の増加は大きく,上下万向の振動は 
少たく次る顏向にちる。

以上のことがらが明らかとなったが,さらに集約すると次のとおりであ闻
3)チェンソーの整日,とくに目立の良否が振動に対して大きく影湛している。
⑶ 目立についての現状からみれは:,为の諸元を規定値にするよりは揃えるということがまず房
!行必耍な問題ぎある’

{,)対以林分:二会つ之ナエンソーの此は。携気;：;•およびパーを使用すること。とく田パー長にう 
いては作漿方法,作終効作たどから考えても必要なことでろる。

(再パーの燈さIこ店じた,:右正:3チェンの張りは,振動のみ左らず能率の面,機械の保守の面から 
も必耍なことである。

S)作業方代に対する作粟技五砸立ての福;準化,すなわち懵耶作業方法の確立とその指専休努が
—2 86-

必省でる;％
(f)刃の诸元と県励との⑶冬ひだ”:："は枝:污こ対寸る指會’‘・D碎さ
(.•)ナエンソー了>エン•ノン…• qtV)囲)作つキ.,・

& 41£皮の汶M計面

今年底はこの冋究をさら［こ未め•根本的に振動;?害を除去するために次,双・う振動が人体K 

云達される退和こむいてどの!うに減衰し.作定方法〇 fF箜姿胡こrってどの上うに芥•期の伝播 
がとわってくろかどうかを人間つ面か(■・韻水して合理的な作峯方法e作 g 性を求宀るとともに 
滯心:学的な惓械の改用C瓯する沖配が必普でうって,非常に困駆で山あるが,痕動を蜷土しな 
い槻揖の族械の完成を目指すべきであcて,41平度以!離これらの新究を引続き行なう。

♦

5. 41年ぜの試诙経遍と詰県

以上のような律究計间こ従って,咋年度に引続き,チェンソーの作藻状您にわ叶る振動を润定 
し,作定時にん、けるいろいろな因子と抵•初の関連を明らかにしよ > とした。昨年度の資料敖が少 
なかつたので,今年俺の追加•捐を分の資料をあわせ,塩为と諸因子の関係について分折検討した。 
現在,分忻途中であるが,い・ままで田一応の傾向があられれた点について述べろと次のとおりて 
ある。
(:)チェンの切刃の囲係

t くい伯,刃の長さ,デプス:！艮,傾斜角の4つの因子がそれぞれの機能を発抑して1つの切 
刃としての働通をする。一段に刃の杉さ以使用することに!;って繁涕,くなってくるが,他のす 
くい角,デブス・せ,頌斜角は刃の・長さに阴係なく 一定の棒堆値が示されている。

しかし,実障現場で使われているチェンの目立W兄は尚年度の調逐結果からみても決して良 
好とはいえない状&Mであった。資料の追加を科て.これらの関係のな向をふたたびみてきたが, 
実問・に Xる切因.1因子間の関係では刃の長さが短かく左るとデブス:・が大をくなるという相 
煥!があるだけで,その他の因子には相国がみられない。Iからそれぞれ.つ因子、つパラッキが非 
常に大さく左ーている。

さら【て切刃の描い,不揃いをみる標準偏差でみてみると,
(イ)すくい角の擦準偏差が大きければ,すト"ら,すくい角が捅っていな汁ハ:土‘刃の艮さもデ 

ブス拈も撇っていない。
(n)刃の長さの顔準僞差が大きはれは,すなわち刃の長さが揃っていなければデブス捋も撮っ
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ていない。
い 傾釘角の湖綱差と他の3因子の膵.準偵差の間の和饥はみなれない,し・いし•グラ f V 

入るところでは侦絕角の席い方は悪いといえる。
ゝ)切刃因子とgの弱繫

チェンソーの量步中における技動に関係する因子としては切刃のれかに.就ら•后力・回 
斯敢・重赤:,チェンの張りなどがあけられるが,ここでぼ切万因子とgの引保に限定してみ 
てみる。
切方因子とピの阴係を図示してみると,刃の長さ］てよって2つの傾向があることがわ“ •っ 

た。すなわち・刃の及さが9皿を境にして?:の傾向が逆にたるということである。ここで刃 
の長さ9心を境にしたときの切刃因子とらの間の相関係数を撮動方向別に求北てみるとつぎ 
のとおりである(泼i )：,
切刃か9盆,以上の場合は水平方向で0とすくい角•刃の殳さ,傾創角と相図が高い。9止

淑1 刀の炽X分rた蒔今切刀因子と〇・の怕a侦歌r

披動 
方向 刃のまさ すくい角 刃"長さ デブス 懶济角 陶 考

上下 9 “以下
以上

*
0. 4 6 7 0

-0. 2 5 7 7
—-・一 ・ - J—

—〇.1 9 4 2
一 0.4 9 9‘写、

0. 0 8 4 9
0 119 2

〇.1 5 2 9

-0. 2 11 9

N = 20
N = 2 9

水平 9 0以下
以上

*
0 4 5 9 5

0 5 14 5

-0. 5 8 8 ；
*

0 4 2 0 7

一 0.3 2 4 9

0. 〇 9 5 7

0 7 5 3 f 

林
0 6 114

N=14

N-2 4

以ドではgとすくい角と傾斜角の相闽が高い。上下方向では93以下ですくい角,9皿以上で 
刃の長さとgとの相関が离い。

このようなことを前提として,4つの切刃因子が1つの刃として作用した場合のgとの関 
係について策相関分折を行なった。結果はつぎのとおり(表2 )。

表 2

振動
方向 刃の長さ :： 诳相関係数 

____ R____
冋旖俟て5"のh 琢養検疋

すくい角 刃の長さ デブス•il

上下 9 m以ド
以上

2 〇
2 9

0 4 6 9 1
*

(3 § 7 6 〇
1.7 9 3 9

1.4 1 〇 4

0 15 6 8
,球

2.8 8 2 !

0.0 1 9 6

0. 2 7 8 7

0.0 1 5 9

0. 2 7 9 8

水平 /以下
feLh

1 6

2 4

0 7 4 4 0
g

0 7 7 2 0

0 17 8 0

2. 6 5 0 デ、'
0 15 0 2

2.1 9 5 歹
0 5 4 4 0

1.5 5 8 5

1.9 4 5 5

1.4 0 0 8

—2 8 8—

上ド方向では9k以上の場合・小招伺係弦は右意であるが•刃の長さの回綺係設のみび甘卷 
てしいない 水平方向では9 B以上て・重相閔係故は冇意で.すくい角・刃の長さの回帰係敦の 
ん,呉:でしかない このように切刃の4つの因子はgとの阕連で有既でないものらあってあま 
りかんばしくない。

ニニで刃の艮さ9皿以上についてすぐ角を3 5 ° •デブス-:0. 7nn,師斜角9 0°と一定に 
して切刃の長さを変化させた場合と刃の長さI1".デブk；：0.73 .傾斜角9 〇0にしてす 
くい角を変化させた場合に.これらがピに対しておよばす影??をみると次のよう:Cなり•垂直

ホ fril 刃の 長さ すくい傳ノ丿 冋 大—7小 大ー►小
垂直のS 小——大 小一・ 大
水平の包 大ー-・小 大一小

方向と水平方向のgの値は刃の長さ,すくい角の変化によって逆の頗向を示していることがわ 
かる。この理由については今後検討を加えて明らかにしたいと思う。

C)«と偷定因子間の舸係
チェンソーの返断中における振動は単純なものて・はなく •切刃因子•能率のほか田 ,切断 

時における村の条件・チェンソーの回伝救•排気:4 •冋;•およびバーの長さ,チェンの張リ 
などの因子が1つのエネルギーとなってあらわれるもので,これらの丨つ1つの因子だけの 
傾向から振動の侦向を刊！圻することは困難である。しかし•反面においてこれらの因子が振 
動とどのような閩係にあるかを知ることも群折する上に必要なことで•もる。この意味におい 
てこれら因子とBの岡の相閉係数を求めてみたの力;第5表である。

* 5 Af任と各因子間の相與係数
|根動 
遊

刃の長さ 切断藻 回忙散 パー幸 通fit 排気量 バー長
垂直］ 9皿以下

9 8以上
;; Q0489

〇 ! 686

-0.I 〇 ! 〇
Q2756

-0.0 075
* 

0.5 5 1 2

匚 0.1 8 87

-0.1 4 4 7

-0.1 084
*

06 156

7.。 969

-0.8 2841 9 M以下1

9辨以上！
16

24

0.1 0 6 1

0.1 26 1 |

0.1 2 1 5

-0.2 54 9

-0.。 59 7

0.0 1 58

0.5 I 1 5

-0.0 742

0.。 56 6

-0.2 D24

0.29 6 4

0.2 2 0 9

-2 8 9-

振動方向1 刃の長さ チェ灣り牢 チ于ン仲ぴ率 . - 切•9係敛
9“以下
__炸!

〇・°5恁
Q. 5 4 4 C

0. 0 3 2 5来 〇,紗0勺
〇"鼻一 0.5 0 6 6

112 10
ー〇, 1_6_ 4 4

水平 9叫以下 -0. 4 5 8 5 -0. 5 9 6 2 0.0 5 1 7 -0. 5 7 6 51__ 1 以上! 一 0.1 0 0 7 D. 0 8 2 5 —0. 〇 9 6 9 0. 3 5 〇 2



水平方向の振りのHポおいては,こnらの因子とo(uj;cはなんら悟"!がみ信,れない,., 
ちろんデータが少ないのでい,ノカ:いに云われない面,・らろうが。まれ方向では习の長さ?=1

cバー率•册欠•定•パー匚,チェン張り率•チェン伸ぴ丈・能寧の間に招［itjか2.ヽ
この垂庖方向で•刃のi<さ茅? “以±のお合におけること相.灯の喚、E子との河向は

パー パー長 チェン荥りポ チュン伸び宝 辨気覺 能率
大 大 大 大 大 大
大 小 X 大 大 大

すなわち,
。パー長カ:長くなるとには小さくなる。
•バー理が大・すなわらリ撕從とパー長が冋じくなるほどgは大きくなろ’
•・チェン•の狼リ率が大,すなわちチュンをゆろZ俄れば>Tは大きくなる,
’チェン伸び率が大すなわち切斯後のチェノの伸びが大きいほど亿は大ぎくなる。
•病気砌;大きくなればんも大きくなる。
“能率がよくなればgば大きくなる。

ー鮫:にエンジンの回帜はと浇的とは非常工麻い对係にあるといわれていろか,刃の長さを 
gで分けた砌合・データの不足4あって相词はみられないか.一語にした冬冷の垂直・水 
平方向のgと回転我の!［係をみると.建直方向で回朽:牧が多いとqは大.水平方向では回転 
致が多いとジは小という傾尙にあ,.；•前年肚の結果と一致し・回・数と振動との閔係につい 
て一般にいわれていることがうなずける。

d )樹豳リに分けた場合
いままでのデータは諛交垣を|個として労梗を込みにした均合で検はを進めたものである 

が(こ・ニでは榭f緞に捌定紋全部をもって進めていく。
各樹種ごと•振動方向別に第と归子(丨〇妄我)の囲宗をみてみ槌、•スギ,プナについ 

てだけ屯相园係放か有憑となり:あとの酣沌については炎科疥少なく関係はスられなかった。 
回帰係敖の有意性検定では次の因子があ,；yとなった“

以上が現在までとりまとめた結果であるか.これから拣勧と名因子倒々の期添をより制が

称?!スギ 鱼欲 チ:匸ン張り空
ブナ

こースギ
“林 拂

瑞
気
久 お 〃

ブナ 〃导

-2V 〇-

くう折し,蹴楠"おける也めの実懇を明らZ ;こしていく、

&こんごの罔;韻点
作袤状悠沔における花颇Uな渕果を切阳玷ニおける材の余件•チェンソーの性能・チェンの状 

妓左ピの国子關の渕係から細がく挨::tし.こ｝Iによって掇動波型・援粮・报龄・明らかにし・ 
作％方法・作芸励作とi目係づ卜て,少しでも人体へのその杉簿を勰诚することを計るとともに . 
好生源であるヾ愀に対してもその跖止の緩面装置も併せ所究を行なう。

［公刊文獻〕
L )辻 隆道:チェンソー伐木造材作地の洩Hの旨’:作笙性の実熊誠在ならびに指導」央囲わ作 
威についての点竹書.15 7 P . 8 8 F . l?a 41.0林野厅に梃出

2)米H!帝 農外3名:チェンソ一作％の振⑥淖害に対する作棊基部に网する研究•縷拔化部 
研究負料

5.)辻 隆 词:ナエンソーの機械整慌の突磨と振動防だ(175M d1.<5 ～ 3,秘械化林笑
4. )辻 隆 道外"I名:チェンソーのパーの長さについて.昭41.9.機押化钵定
5. )辻 隆 道:チェンソーの墜備状況と防掠対策・昭4 1年I I第;う冋全国労曲防生大会
研究発衣集

6. )Jt 隆沮:チェンソーの振動とその対策(前・後).昭d1.I 2. 4 2. I,機械化林斐


